
自分のよさを伸ばそうとする児童を

育成する道徳指導の工夫
－３つの過程をもつ総合単元的な道徳学習

「自分、さい発見」の実践を通して－

長期研修Ⅱ 研修員 井上 早苗

《研究の概要》

本研究は、小学校３年の児童を対象に、自分のよさを実感し、伸ばそうとする意欲を高

めるために、道徳の時間を要として総合的な学習の時間と学級活動を関連付けた総合単元

的な道徳学習を実施したものである。「『よさ』について考える」「他とのかかわりの中か

ら自分のよさを感じる」「自分のよさを伸ばそうとする」の３つの過程の学習を通して、

自分のよさを実感し、継続してよさを発揮しようとする児童の育成を目指した。

キーワード 【道徳 小学校 総合単元的な道徳学習 個性伸長】

Ⅰ 主題設定の理由

平成19年度に全国学力学習状況調査が行われ、

学習意欲や生活の諸側面等の調査も行われた。「自

分には、よいところがある。」という質問に対し

て、「当てはまる」「どちらかと言えば、当ては

まる」を合わせた回答は、小学６年生で約73％で

あった。しかし、中学３年生では、その回答が約

61％となり、学年が上がるにつれて自分のよさを

感じる気持ちは減少していた。自分のよさを見

失っていくことは、自分に自信をなくし、心のエ

ネルギーの低下に繋がることであり、不登校や引

きこもりの増加と少なからず関係があるといえよ

う。そのため、小学生のうちから、自分のよさを

感じる気持ちを高めていく必要があると考える。

実際、学校現場の子ども達を見ても、自分のよ

さに対する自覚が少なく、周囲の友達に合わせよ

うとする気持ちが強く、目立つことを嫌う傾向に

ある。このままでは、自分のよさに気付くことな

く、強い子どもの意見やその場の雰囲気に流され

てしまうことになり、自分自身を確立することが

できなくなることもあるだろう。また、学習場面

においては、難しい問題が出ると、自分はどうせ

できないんだというあきらめの思いが強い児童が

見られた。協力校の児童への事前調査を実施した

結果では、「自分のよさがある。」とはっきりと

意識している児童は少なかった。

道徳は、平成21年度から新小学校学習指導要領

が完全実施される。中学年の内容項目では、「自

分の特徴に気付き、よい所を伸ばす。」が新しく

追加された。自分のよさを伸ばす児童を育てる内

容は、現行の学習指導要領より早い段階から取り

入れられ、児童が自分の特徴を知り、自分のよい

ところを伸ばすことが求められている。

ところが、自分のよさに気付いていも、それが

しばらくすると喪失してしまうこともある。その

ため、自分のよさを自覚し、伸ばそうとする児童

を育てるために、道徳の時間を要とし、体験活動

を今まで以上に関連させた学習を行う必要がある

と思われる。

今までの総合単元的な道徳学習では、道徳の時

間と体験活動などを組み合わせたとき、道徳の時

間で気付いた価値を生かせるよう意識して指導は

してきたが、十分に効果があげられなかった。

それは、それぞれの活動には違ったねらいがあ

り、その時間のねらいにとらわれてしまうために

道徳教育のねらいが意識されない傾向にあったか

らと考える。そこで、道徳の時間とそれ以外の学

習活動における道徳教育のねらいを明確にし、道

徳の時間を要として、児童の心情を掘り起こし、

自分のよさを自覚し、そのよさを伸ばそうとする

児童を育成するため本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

道徳の時間を要として、総合的な学習の時間と

学級活動を関連付け、３つの過程を設定した総合

単元的な道徳学習に取り組ませることで、自分の

よさを伸ばそうとする意欲が高まることを、実践

を通して明らかにしていく。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 「『よさ』について考える」過程において、

いろいろな「よさ」を見つめることで、「よさ」

について幅広く考えるであろう。

２ 「他とのかかわりの中から自分のよさを感じ

る」過程において、周りから自分のよさを伝え

てもらうことで、自分のよさに対する自覚を深

めるであろう。

３ 「自分のよさを伸ばそうとする」過程におい

て、自分のよさを実感することで自分のよさに

対してさらに自覚を深め、継続しようとする意

欲をもつであろう。

Ⅳ 研究の内容と方法

１ 研究の内容

(1) 基本的な考え方

① 自分のよさとは

児童は、誰でも大なり小なり自分の「よさ」を

感じているが、それは、自他の比較や他から認め

られることによって感じていることが多い。しか

し、優劣にとらわれず、児童自身が感じている自

分らしさもその児童の「よさ」であり、そのこと

に気付かせることが必要であると考える。

また、自分のよさを感じ、日常生活の中で発揮

することは、自信をもって生活するための基にな

るものであると考える。そのため、自分のよさを

発揮したいという意欲をもたせることも必要であ

ると考える。

② よさを伸ばそうとするとは

よさを伸ばそうとするとは、自分のよさに対す

る自覚が深まり、そのよさを実感し、継続して、

自分のよさを発揮しようとする意欲をもつことと

考える。

自分のよさに対する自覚は、一過性のものに

なってしまうことが少なくない。そこで、心情・

行動の両面から、よさに対する自覚を児童に促す

ことが効果的であると考える。心情面では、道徳

の時間で児童の心を掘り起こし、行動面では、自

分のよさが実感できるような体験をさせる。この

両面を関連付けることが自分のよさを伸ばそうと

する意欲を高めることに繋がると考える。

③ 「自分、さい発見」の３つの過程について

よさを伸ばそうとする意欲を高めるために、自

分のよさに対する自覚を深め、それが実感へ繋

がっていくように３つの過程を設定し、「自分、

さい発見」と名付けた。３つの過程とは、以下の

通りである（図１）。

ア 「よさ」について考える過程

初の段階は、児童が「よさ」について幅広く

考え、よさを発揮しようとする意欲付けとなるよ

うな過程とする。

児童は自分のよさについて何となく感じている

が、自覚している児童は少ないと考える。そのた

め、ここで、日常生活に見られる「よさ」という

ものを幅広く見つめ直すことが必要であると考え

る。さらに道徳の時間で、「よさ」を発揮したと

きの気持ちを考えることで、「よさ」を発揮する

ことの心地よさに気付かせていく。これは、「よ

さ」を発揮するための原動力になると考える。

イ 他とのかかわりの中から自分のよさを感じる

過程

次の段階は、日常生活に見られる「よさ」の中

から、自分のよさを周りの人から伝えてもらい、

自分のよさに対する自覚を深める過程とする。

アで得た「よさ」に対する幅広い気付きを基に、

児童が自分のよさと向き合っていくだけでは、自

分のよさに対する気付きも自覚も弱いと考える。

その自覚を補うために、この過程では他者が日

常生活の中に見つけた「よさ」を、その人のよさ

として具体的に知らせる活動を取り入れる。親切

にした人よりされた人の方が記憶に残ることから

も、他者の気付きを伝えてもらうことは、自分で

は気付かないことをいろいろな面から幅広く気付

くことになり、見方も広がると考える。

この活動を活発にさせるために、事前に道徳の

時間で友達のよさを見つけようとする意欲をもた

せることが効果的であると考える。

ウ 自分のよさを伸ばそうとする過程

後の段階は、自分のよさを実感することで、

これからも継続して自分のよさを発揮していこう

とする意欲をもたせる過程とする。

イで自覚したよさを、体験を通して実感させる

ために、自分のよさに着目した役割分担・実践・

振り返りの流れのある体験活動の場を意図的に作

ることが効果的と考える。自分のよさを発揮する

ことで、自分のよさに対する自覚がさらに深まる。

よさを発揮した後の心地よさは、それを継続させ



る意欲になると考える。

そして、道徳の時間で、本単元全体を振り返り、

自分のよさにもう一度向かい合わせる。このまと

めにより、これからさらに自分のよさを伸ばして

いこうとする意欲をもたせていきたい。

これらの３つの過程を経ることで、自分のよさ

に対する気付きが自覚になり、体験活動の中で実

感することで、継続して自分のよさを伸ばそうと

する児童を育成できると考える。

④ ３つの過程における意識を継続させるための

工夫

児童の意識を継続させるために、特設の「生き

生きノート」を使用する。このノートは、道徳の

時間やその他の活動で使ったワークシートを中心

に、記録したものである。

児童は各々の過程の中で「生き生きノート」を

活用し、それまでの自分の考えや思いを読み、振

り返ることで、気付きをもう一度思い返したり、

次の学習に生かしたりすることができると考え

る。

また、教師はこのノートから、児童の考えや思

いを捉え、児童一人一人の実態把握を行う。それ

をもとに、「生き生きノート」にコメントを書き

込んだり、活動の場で声かけをしたりすることで

個別支援が充実すると考える。

さらに、この単元終了後は、このノートを保管

しておくことで、４年生道徳内容項目「１－（５）

個性伸長」を扱うときに、３年生での気付きや学

びを想起させるなど、２学年に渡る活用の効果が

あると考える。

図１ 全体構想図

２ 研究の方法

(1) 実施計画

対 象 小学校 ３年生

実 践 道徳（３時間）学級活動（１時間）総合的な学習の時間（２時間）

実施期間 １０月～１１月

(2) 抽出児童

Ａ 自分になかなか自信がもてず、事前のアンケートでは、人とのかかわりよりも学習面についての自分の

よさを捉えていた。
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Ｂ 理解力があるが、大人しく、自分から進んで行動をとることが苦手である。事前のアンケートでは自分

のよさを挙げることができなかった。

(3) 検証計画

検証の場面 検証の観点 検証の方法

「よさ」について 学級活動や道徳の時間に、すごろくゲームをし、自他のよさをお互い 児童の観察

考える過程 に出し合ったり、「よさ」が発揮できた主人公を資料として「よさ」につ 生き生きノート

いて考えたりすることは、「よさ」について視点を広げ、「よさ」を発揮

する心地よさを感じることに有効であったか。

他とのかかわりの 道徳の時間や日常生活において、他の人のよさを見つけようとする気 児童の観察

中から自分のよさ 持ちを高め、友達に自分のよさを知らせてもらうことは、自分のよさに 生き生きノート

を感じる過程 対する自覚を深めることに有効であったか。 中間アンケート

自分のよさを 伸ば 学級活動や総合的な学習の時間において、これまでに気付いた自分の 児童の観察

そうとする過程 よさを生かした体験活動を行い、それをもとに道徳の時間で振り返った 生き生きノート

ことは、自分のよさを実感し、継続して伸ばしていこうとする意欲をも 事後アンケート

つことに有効であったか。

Ⅴ 研究の展開

指導計画 「自分、さい発見」

過程 道徳・ 主な学習内容 支援及び留意点

総合的な学習の時間・ （◎主発問 ）

学級活動 本単元にかかわるねらい

自他のよさをお互いに出し合い、日常生活に見られる「よさ」を幅広く見つめ直す

学級活動 ・班になり、すごろくゲームを ・３年生の発達段階を考え、「よさ」を見付けることに偏りがな

すごろくで、 楽しみながら、自分や友達のよ いように、様々な場面を振り返らせ、「よさ」を見つける視点を

自分、さい発見 いところを言う。 広げる。

・自分のよさについて見つけた ・前半と後半に分けて、早く終わってしまった班は、間のひと

ことを「生き生きノート」にま 休みにゲーム中の気付きをメモしておくことを話す。

とめ、話し合う。 ・「よさ」について説明した用紙を掲示し、「よさ」は一番にで

・「よさ」について知る。 きることや上手にできることだけではなく、自分自身が自分の

いいなあと思うところにあることを伝える。

「よさ」を発揮したときの気持ちを考え、「よさ」を発揮する心地よさに気付く

道徳① ・ほめられたことについて話し ・導入で、「生き生きノート」に書いておいた 近褒められたこ

「自分らしさ」 合う。 とを発表させる。

新学習指導要領 １ ◎子ども達の「ちびっこでも、 ・「よさ」について、前時を想起させる。

－（５）個性伸長 すごく せいのうがいいんだ ・小さくても働き者の主人公が周りと比べて自信を失っていく

資料 ぞ」という言葉を聞いて、『じ 気持ちとよさを生かして活躍したときの気持ちを対比すること

『しょうぼうじどうし ぷた』はどんなことを考えたで で、自分のよさを発揮したときの心地よさに気付かせる。

ゃ じぷた』 しょう。 ・「生き生きノート」を持ち帰り、前時の内容も一緒に話し合い、

＜渡辺茂男作 ・家に帰り今日の学習内容を家 その内容を「生き生きノート」に書いてくることを知らせる。

福音館書店＞ 族に話し、話した内容を「生き

生きノート」に書くことを知る。

よさを伸ばすためには、周りの人とのかかわりが大切だということに気付き、お互いのよさを見つけ合お

うとする意欲をもつ

道徳② ◎「小さいけど力があるわ、あ ・それぞれのよさを意識させるために、学級活動の時間に書い

「友達のよさ」 なたのいいところよ。」とよし た「生き生きノート」を振り返る。

「
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さ
」
に
つ
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て
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２－（３）友情 子さんに言われて、たかしさん ・自分の考えを「生き生きノート」に書き、自分を見つめるた

はどんな気持ちになったでしょ めの時間を十分とる。

資料『ひと言』 う。 ・友達のよさを見付けることは、友達のよさを伸ばす助けとな

（自作資料） ・これから行われる「いいとこ ることに気付くよう助言する。

ろさがし」について知る。

友達から伝えられたよさを読み、自覚を深める

日常生活 ・友達のいいところが見つかっ ・生き生きノートを事前にチェックし、付箋紙をもらえない児

たら、付箋紙に書いて、自分の 童に対してはよさの書かれた付箋紙を用意したり、取り組んで

いいところさがし 「生き生きノート」の袋の中に いない児童に対しては声かけしたりする。

入れておき、週２回の帰りの会

に友達に渡す。

これまでに気付いた自分のよさを生かして、ウォークラリーの役割分担をし、ウォークラリーをしようとする

総合的な学習の時間 ・２年生時のフェスティバルの ・それぞれのよさが生かせるように話し合い、役割分担をする

□□小ウォークラリー 取組やふれあい集会の高学年の ように働きかける。

をせいこうさせよう。 様子を思い出す。 ・担任は、これまでの気付きを把握し、全員の子どもがよさを

・自分達が楽しんで取り組めた 生かせるよう、その子にふさわしい係を前もって考えておく。

理由を考え、話し合う。

・役割分担を決める。

ウォークラリーにおいて、自分の役割を果たすことで、自分のよさを実感する

総合的な学習の時間 ・班に分かれ、２年生を招待し ・自分の行うことを明確にするために、「生き生きノート」に書

□□小ウォークラリー ウォークラリーを行う。 いてある役割分担表で自分の役割を確認するよう促す。

・ウォークラリーの振り返りを ・自分達の準備と活動について、自分自身で振り返ると共に各

行う。 班で行わせることで他者の気付きを追加していく。

自分のよさを見つめ、これから自分のよさを伸ばしていこうとする意欲をもつ

道徳③ ・ウォークラリーで面倒をみた ・自分が人の役に立っていることや人に喜んでもらえた達成感

「これからの自分」 ２年生から来た手紙をもらった について触れる。

新学習指導要領 感想を言う。 ・「よさ」のイメージがしやすいように「生き生きノート」から

１－（５）個性伸長 ◎これまでの学習を「生き生き 抽出した日常生活に見られる「よさ」を一覧表にし掲示する。

資料 ノート」で振り返って、書かれ ・「よさ」が発揮できなかった例を考えさせることで、取り組も

『生き生きノート』 ている様子をまとめてみよう。 うとした気持ちやこの次もやってみようという気持ちをもつこ

・読み聞かせボランティアのゲ とが大切であることに気付かせる。

ストティーチャーの話を聞く。 ・ゲストティーチャーの小学生の頃から本を読むことが好きで、

・４年生になる自分へのメッセ それを生かしたボランティアができて楽しいというお話をして

ージを書く。 いただく。

・「生き生きノート」は、４年生になって振り返るように、「心

のノート３・４年生」に挟み、次年度に引き継ぐ。
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Ⅵ 結果と考察

１ 結果

(1) 「よさ」について考える過程

① 全体の概要

「『よさ』について考える」過程において、い

ろいろな「よさ」を見つめることで、「よさ」

について幅広く考えるであろう。

第１時の学級活動では、３～４人の生活班に分

かれ、『自分、さい発見すごろく』を行った。こ

まを進めながら、止まったときや通過するときに

友達や自分のいいところについて発表した。楽し

そうに活動していたが、自他の「よさ」を言えな

くて考え込んでいる児童には、班で助け合うよう

に「○○さんが言えないみたい、△△さん教えて

あげて。」と声をかけた。児童が友達のよさをか

かわりの中で感じた「よさ」として伝え合うこと

になった。班員同士でいろいろよさを出し合うこ



とで、授業中だけでなく掃除や給食の時間で見ら

れた「よさ」を伝え合い、「よさ」について視点

が広げることができた。

終末では、他者との比較で「よさ」を見付ける

ことではないということを理解させるために教師

から「よさとは、あなたのいいところであり、自

分の中にあるいいなと思えるところです。一番だ

から、上手にできるからではありません。」とい

うことを伝えた。

第２時の道徳の時間では、自分のよさが発揮で

きた時はほめられていることが多いと考え、「

近ほめられたこと」について、事前に「生き生き

ノート」に書かせておき授業の導入で発表させた。

「生き生きノート」は次の通りである。

・保育園に遊びに行ったとき小さい子と遊んで

いて、その子がどろんこになったから、取り替

えていたら、先生が来て「ありがとう」と言っ

て、褒めてくれました。

・学校で（友達が）こぼした給食をふいたとき。

・お母さんに「児童館で宿題をやってきてえら

いね。」と言われました。

学校だけでなく、様々な日常生活の中で、自分

のよさについて振り返ることができた。その時の

気持ちも発表させたことで、自分のよさを発揮す

ると気持ちがいいということの意識付けが図れ

た。

資料には、中学年にも親しみやすい絵本で、小

型の消防自動車が主人公の「しょうぼうじどうし

ゃ じぷた」を使用した。展開の前半部分で、大

きな火事のときに小型のために出動させてもらえ

なくて、自信を失っている場面と、後半部分で小

型の特徴を生かして山火事を消して自信を取り戻

すという場面を取り上げた。それらの場面で、主

人公がどんな言葉を言い返すでしょうと問いか

け、主人公の気持ちを考えた。自分のよさを発揮

したいという気持ちになるよう展開した。

「ぼくだってやくに立つんだ。すごいでしょ。」

や「これからもがんばるからね。よろしくね。」

という考えが発表され、「よさ」を発揮してうれ

しい気持ちやこれからも「よさ」を発揮しようと

いう気持ちをもった児童が見られた。

授業終了後、学習について知ってもらうことと

「よさ」について話し合ってもらうために「生き

生きノート」を家庭に持ち帰らせた。

② 抽出児の様子

抽出児Ａは、事前のアンケートでは、自分のい

いところについて「（授業で）みんながきづかな

いところを見つけられた。」と書いていたが、第

１時では書くことができなかった。Ａにとっては

自分のよさがはっきりした理解ではなかったの

で、失ってしまったと考える。そこで、Ａがその

ことを想起するよう、教師は、「Ａさんはいいと

ころを『みんながきづかないところを見つけられ

た。』って書いていたよね。」と「生き生きノー

ト」にコメントを書き込んだ。

道徳の時間では、展開の前半で自信を失ってい

る主人公の気持ちを「自分だけちっぽけで火事に

は行かせてもらえない。」と書いていた。Ａは他

との比較によってよさを見失うということを感じ

ていた。『よさ』を発揮できるときとできないと

きの気持ちを「うれしい気持ちと悲しい気持ち」

という言葉で表現していた。よさを発揮できるこ

とはうれしい気持ちであることに気付いていた。

抽出児Ｂは、第１時では、班の友達から「うん

どうしんけいがよいところ」「やさしいところ」

と言われていた。自分も班の男子に「○○くんは

元気がいいね。」と伝えていた。自分のよさにつ

いては、「元気なところ」とすごろく後に「生き

生きノート」に書き込んだ。授業後の感想では、

「自分のいいところがわかった。友達のよいとこ

ろを言ったことでわかった。」と書いていた。周

りから言われたことよりも、班員に伝えたことで

自分を振り返り、自分のよさとして記入し、いろ

いろな「よさ」の中から、自分のよさに気付くこ

とができた。

道徳の時間では、「ちっちゃくても、やくにた

つことがあるって言うところが今日の勉強をして

分かりました。」と感想を書いていた。自分のよ

さを発揮したことの心地よさを感じていた。

(2) 他とのかかわりの中から自分のよさを感じる

過程

① 全体の概要

「他とのかかわりの中から自分のよさを感じ

る」過程において、周りから自分のよさを伝え

てもらうことで、自分のよさに対する自覚を深

めるであろう。

第３時の道徳の時間は「ひと言」という自作資

料を使い、内容項目「２－（３）友情」をねらい

として授業を行った。サッカーの試合で自信をな

くした主人公が友達からの励ましの言葉で自信を

取り戻すという内容から、周りの人とのかかわり

から自分のよさを気付くことがあることを気付か



せる展開とした。授業後の感想には、「人の言葉

で動きや気持ちが変わるんだな。」や「いいとこ

ろを言ってあげたりすると人が元気になってくれ

るんだな。」と書かれており、自信を取り戻した

主人公が、友達のひと言で新たな自分のよさに気

付いたということを80％の児童が感じることがで

きた。

その後の２週間、「いいところさがし」を行っ

た。友達のよさを見つけたら、付箋紙を「生き生

きノート」の後ろに貼った袋に書きためておいた。

水曜日と金曜日の帰りの会に交換会を開いた。一

人につき３枚～７枚の付箋紙を受け取ることがで

きた。教師は事前に内容や枚数を把握しておき、

もらえない児童には、周りの児童に声をかけその

児童を観察してもらったり、教師がその児童の行

動を観察したりして、付箋紙がもらえるよう配慮

した。

付箋紙には、次のように具体的な場面が書かれ

ていた(図２）。

・保健室に連れて行ってくれた。

・掃除の時間に手伝ってくれた。

・体育の時間に長距離を走っていたとき『頑

張れ』と言ってくれた。

図２ 「生き生きノート」

担任の観察では、この活動により、「よさ」を

発揮しようとする児童が増えたとのことであり、

学級の雰囲気も変えることになった。「よさ」を

発揮しようとする児童の増加という結果からも児

童の「よさ」への自覚が深まったことが分かる。

② 抽出児の様子

抽出児Ａは、道徳の時間の振り返りでは、「や

ればできることがわかった。」と書き、自信をな

くした主人公に対する思いを書いていた。人との

かかわりが、気持ちに影響を与えることへの気付

きは弱かったが、自分のよさに対する視点では行

動することの大切さを感じていた。

「いいところさがし」では、近くの席の子から、

「１時間目にえんぴつをかしてくれてありがとう。

すごく、たすかったよ。」という付箋紙を１枚も

らったが、自分からは友達になかなか書かなかっ

た。２回目の付箋紙交換の前に教師が声をかける

と、「△△くん、きょうしつのものを直していた

ね。」と１枚書いた。他の児童と比べると付箋紙

のやり取りは少なかった。

抽出児Ｂは、道徳の時間でよさを発揮した主人

公に対して、「よし子さんが言ってくれたから、

たかしさんは（新たな自分のよさに）気がつい

た。」と書いていた。主人公が友達のひと言によっ

て次のやる気をもてたことに気付き、振り返りで

も、「失敗しても、頑張ればできるということが

わかった。よし子さんみたいな人になりたい。」

と書いていた。友達のよさを進んで探し、みんな

に伝えようとする気持ちを強くもった。

そのため、「いいところさがし」では、友達に

対して、初日に３枚書き、交換会の次の日には、

８枚書いていた。友達が優しく接してくれたこと

に対するものが多くパターン化していたものの、

よさを探して伝えるという行動は意欲的であっ

た。そして、友達から書いてもらったことを自分

のよさとして捉えていた。給食の時間や帰りの会

に見られた友達の「よさ」を具体的な姿として挙

げることで、自分自身も幅広く見つめ直していた。

（3） 自分のよさを伸ばそうとする過程

① 全体の概要

「自分のよさを伸ばそうとする」過程におい

て、自分のよさを実感することで自分のよさに

対して自覚を深め、継続しようとする意欲をも

つであろう。

第４時の総合的な学習の時間においては、「□

□小ウォークラリー（以下ウォークラリーとする）

を成功させよう」というねらいで４人一組の班に

分かれ、役割分担と仕事内容について話し合った。

単なる係決めでなく、「生き生きノート」を互い

に参考にしながら、各班で各自のよさを生かせる

具体的な仕事内容までも考えさせた。

「生き生きノート」にあげられたよさには、今

回の係決めの参考にならない内容のものもあり、

決まらないこともあるのではと考え、新たな視点



を与えるために、教師の日常生活の見取りから児

童一人一人によさを前もって考えておき、悩んで

いる児童には適宜助言した（表１）。

表１ ウォークラリーで期待される児童のよさ

氏 名 ウォーク 伸ばして

ラリーの班 ほしいよさ

○○○○ こすりだし 話すこと

△△△△ オナモミつり 大きな声が

出せる。

◇◇◇◇ 昆虫さがし 字を丁寧に

書く

□□□□ カモフラージュ 友達思い。

第５時のウォークラリーでは、どの児童も楽し

そうに取り組んでおり、「人に優しくできること」

を生かして２年生の面倒を見るなど、よさを生か

して活動していた。教師は各班を回り、より自信

をもってよさが発揮できるよう声をかけた。例え

ば、司会係に対しては、大きな声で行っている様

子を見かけると「大きな声が出ていたよ。」とい

う励ましを行った。

ウォークラリー終了後、振り返りを行った。こ

こでは、「自分のよさが発揮できた人」という問

いかけに対して、80％の児童が挙手した。

第６時の道徳の時間においては、前時に行われ

たウォークラリーの体験を資料として、これから

も自分でよさを意識していこうとする気持ちがも

てるように展開した。

まず、２年生から届いた手紙に触れ、書かれて

いる内容を読み、感想を発表させた。その後、ウ

ォークラリーの成功体験と比較させるために、よ

さが発揮できなかった架空の例をもとにして、よ

さを伸ばそうという気持ちを持ち続けることが大

切であることに気付かせた。さらに、自分のよさ

を生かしながら生活している学校支援ボランティ

アの方に来てもらい、「小さいころから本を読む

ことが好きで、今の読み聞かせボランティアがと

ても楽しみだ。」という話を聞かせてもらった。

終末で、これまでの学習を振り返り、これから

の自分を考えさせるために、４年生になる頃の自

分に対してのメッセージを「生き生きノート」に

書き込んだ。

児童の70％は、自分のよさに視点をおき、自分

のよさを伸ばそうとする意欲をもったメッセージ

を書いていた。主なものは次の通りである。

・わたしには、いいところがあります。４年生

になってもいいところをなくさないようにした

いと思います。

・自分のよさをはっきしていますか。もしでき

ていなければ、これからがんばりましょう。

・みんなが「わたしのいいところはやさしいと

ころだよ。」って言ってます。始めは、本当に

やさしいところかなと思いました。付箋紙に書

いてもらったので、そういうところだなと思っ

ています。

自分のよさに視点が向かない児童の中には、学

習に対する抱負を書く子もいたが、ウォークラリ

ーに関することが書かれ、ウォークラリーの成功

体験は、自分のよさを実感することになった。

② 抽出児の様子

抽出児Ａは、ここまでの「生き生きノート」に

自分のよさとして書かれていることが少なく、「い

いところさがし」が終わった後にとった中間アン

ケートでは、自分のよさに自信をもてないと回答

した。第４時の班に分かれた役割分担では、Ａも

班の子も「（よさを生かした係が）見つからない。」

と悩んだ。

教師は表１の「ウォークラリーで期待される児

童のよさ」を参考にして、「字や絵が丁寧だよね。

説明文や絵をかいてみる？」と助言した。「絵の

ほうがいいな。」と言い、絵を描く役割に決まっ

た。終末には「生き生きノート」に、「絵を頑張

ります。」と目当てを書き込んだ。

ウォークラリー終了後の振り返りでは、自分の

よさを発揮できたと挙手した。道徳の時間の４年

生への自分へのメッセージでは、「４年生になっ

てもいろいろなことをがんばっていますか。３年

生の授業を思い出して、自分のいいところを見つ

けてください。」と書いていた。これからも自分

のよさを伸ばそうとする意欲が感じられることを

書いていた。

抽出児Ｂは、ここまでの学習で自分のよさに気

付くことはできたものの、第４時の役割分担では

大人しい性格のためか自分からなかなか言い出す

ことができなかった。近くの児童が「『やさしい』

が生き生きノートにあるね。」と付箋紙に触れ、

教師が「Ｂさん、親切だよね。親切係やってみる。」

と聞くと、小さくうなずいた。Ｂにとって、係を

決めるために、周りの子の助けは大きな力になっ



たようである。目当てを書かせると、「分からな

い人に親切にします。」と係に対する意欲を表現

していた。

ウォークラリー終了後の振り返りでは、自分の

よさを発揮できたと挙手した。道徳の時間の４年

生への自分へのメッセージでは、「４年生になっ

て、ウォークラリーみたいなことをやるときも４

年生らしくやります。」という内容を書いていた。

「４年生らしくってどういうこと」と聞くと、「親

切にしてあげるということ」と答えた。次に同じ

ような場面があったときも、それを発揮しようと

する気持ちをもつことができた。

２ 考察

(1) 「よさ」について考える過程

「よさ」をゲーム感覚で探す活動を取り入れた

ことで、「楽しい」「おもしろい」という気持ち

になり、授業内で「よさ」をみつけてみようとい

う意欲をもたせることができた。「よさ」につい

て伝え合った内容をみると、他と比較して優れて

いるという も目につくことだけでなく、その子

自身の特徴的なところを探し、伝えていた。また、

見えるよさだけでなく内面の見えないよさについ

て伝え合っていた。さらに、抽出児Ｂのように、

友達に伝えた内容を自分に置きかえ、自分のよさ

として気付く児童がいた。以上のことから、「よ

さ」について視点を広げることができたと考える。

この後の道徳の時間では、「よさ」を発揮した

ときの気持ちを考えることで、「よさ」を発揮す

る心地よさに気付くことができたと考える。

それは、児童が終末で以下のように「生き生き

ノート」に書き込んだ内容からも見取ることがで

きる。

(ａ) 嫌なことがあればいいこともある。

(ｂ) 小さくても役に立つことが分かりました。

(ｃ) じぷたが 後に活躍できてよかった、自

分も一回くらいは活躍したいな。

（ａ）のように落ち込んでいるだけではなく、

また発揮してみようという気持ち、（ｂ）のよう

に「よさ」を発揮することは人の役に立つんだと

いう気持ち、（ｃ）のように主人公に自分を重ね

ている気持ちが書かれていた。90％の児童が「よ

さ」を発揮すると気持ちがいいものであるという

ことを感じることができたと考える。

この過程では、多様な「よさ」を思い浮かべ、

「よさ」についての意識付けをし、発揮した心地

よさに気付かせることで「よさ」を発揮しようと

することを考え始めることになったと考える。

(2) 他とのかかわりの中から自分のよさを感じる

過程

児童は、道徳の時間に「友達のよさに気付かせ

てくれる人がいたらいいな。」や「友達のよさに

気付かせられる人になりたい。」という感想を書

いていた。道徳の時間で友達のよさを見つけよう

という意欲を高めたことで、続く「いいところさ

がし」の活動において、学校生活の様々な場面か

ら友達のよさを探し合うことに繋がった。しかし、

抽出児Ａのように道徳の時間での気持ちの高まり

が弱いと、その後の活動は消極的な傾向になり、

自分のよさも感じ取りにくくなることが分かっ

た。道徳の時間で気持ちを高めることは、次の活

動を意欲的な活動をするために必要なことであっ

たと考える。

また、「いいところさがし」を行ったことで、

自分のよさに対する自覚を深めることができた。

その終了後の中間アンケートの結果（図３）から

「自分にはよいところがある。」という問いに対

して「当てはまる」と回答した児童が も多かっ

たことからも伺える。

図３ 児童アンケート①

周りから伝えてもらうことが多いほど、児童は、

それを自分のよさとして自覚する気持ちをもって

いた。友達から自分のよさを伝えてもらうことで、

児童自身が自分のよさを発揮した様々な具体的な

姿を感じることができ、児童が自分のよさに対す

る自覚を深めたと考える。

しかし、「いいところさがし」など授業時間以

外の活動は、教師が児童の活動状況を把握しにく

い。児童の活動状況を把握し、「よさ」を見つけ

ようとする意識が低い児童に対しては、具体的な

声かけを行い、支援することが必要であった。



（3） 自分のよさを伸ばそうとする過程

これまでに気付いた自分のよさを生かせる体験

活動の場を、児童の準備の段階から設け実践した。

その活動を道徳の時間で振り返ったことで、体験

活動で得られた、よさを発揮した後の心地よさは、

これからも自分のよさを発揮していこうという意

欲に繋がったと考える。

事後アンケート（図４）からも分かるように、

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」

が増え、「どちらかといえば当てはまらない」「当

てはまらない」が減少している。

図４ 児童アンケート②

また、同じアンケートの中で、「単元全体を振

り返ったときに自分のよさについて も考えた時

間はどこか。」という問いかけに対し、80％の児

童が体験活動を含むこの過程の時間を挙げてい

た。よさについて着目した役割分担・実践・振り

返りの一連の流れは、自分のよさについて実感さ

せることに有効な流れであったと考える。言葉よ

りも体験活動からの方がより強く児童が実感した

と言える。

後の道徳の時間に児童が書いたメッセージか

ら、今後も自分のよさを発揮しようとする意欲が

見取れる。それは、この道徳の時間に成功体験を

振り返ったことを基に、よさを発揮することの大

切さに気付かせたことが効果的であったためと考

える。

人とのかかわりが苦手なため、イの過程で友達

とうまく付箋紙を交換できない児童の場合でも、

自分自身の成功体験から満足感を得て、自分のよ

さに対する自覚を深めることができたと言える。

成功体験などを積み重ねていくことは、自分のよ

さを確かに自覚することになり、よさを伸ばそう

とする意欲になっていったと考える。

（4） 「生き生きノート」について

本単元を通して、「生き生きノート」を活用し

たことにより、児童は、自分のよさを伸ばそうと

する意識を継続して持ち続けることができた。

道徳の時間に自分のよさを発揮したときの気持

ちを考えるときに、「生き生きノート」を読み返

すことで、その時の気持ちを想起し、自分を見つ

め直すことができた。また、自分のよさとして様

々な具体的な姿を「生き生きノート」を読み返す

ことで自分のよさに対する自覚が深まった。

教師も、児童が「生き生きノート」に事前に書

き込んだことを把握することで、道徳の時間に意

図的指名を行うことができた。また、教師が活動

を把握しにくい日常生活も、「生き生きノート」

に目を通すことで、児童の活動状況が分かり、個

別支援に生かすことができた。

Ⅶ 研究のまとめ

１ 成果

○児童は、３つの過程を経ることで自分のよさを

実感し、継続して発揮しようとする意欲が見られ

るようになり、自分のよさを伸ばそうとするため

に、効果的であったと考える。

○「生き生きノート」を活用することによって、

６時間の児童の意識を繋ぐことができた。また、

教師が児童のよさに対する思いを継続して見取る

ことができ、個別支援に生かすことができた。

２ 課題

○自分のよさを 後まで意識させることができな

かった児童が見られたので、個別支援が効果的に

行えるような工夫をしていきたい。

○４年生では、長所だけではなく短所にも目を向

け、自分の特徴全体を捉えさせる道徳学習を行う

ための構想を考えていきたい。
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